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魅力的な論文とは 

• 魅力的な論文＝良い研究＊適切な表現 
 

• 良い研究とは：  
–多くの人が価値を見出してくれる分野で真実に
迫ったもの（仮説＋検証） 

• 適切に表現されているとは： 
–なぜ真実なのかが分かりやすく、かつ説得力を
もって述べられていること 

 

 



研究とは 

–目に見える現象の背後にある理論
（概念と概念の関係のありかた）
の発見を試みること。 

–つまり、現象を説明する理論仮説
を設定し、その仮説の正しさを論
証すること 

 





ＣＤＰモデル Blackwell, Miniard & Engle 2001 



笠原APRIM（2008） 



論文作成のプロセス 

1. テーマの明確化 

2. 仮説の設定と検証 

3. 論文作成（文章化） 

4. プレゼンテーション 



テーマの明確化 
• 漠然としたテーマでは研究は進まない 

• 分野と理論の両方で設定する 

「エレクトロニクス業界におけるブランド態
度向上のための投資の有効性に関する
研究」 

「ブランド戦略と企業価値向上の関係に
ついて」 

  

注： ブランド態度とは、ある企業に対して好感度を持っている組織顧
客から否定的な見方をしている組織顧客をさしいた残りの比率 



テーマ設定に関する近年の憂慮 

一言でいうと、 
「問題解決症候群」 
• 問題は与えられる
ものという考え方 

• 問題には唯一の正
解がある 

• 正解を知っている
人が評価してくれ
る 

 大学院での論文に値する 

資料： AGSIM(1985)資料を基に作成  



仮説の検証 

• 「エレクトロニクス業界におけるブランド態
度向上のための投資の有効性に関する研究」  

• 某調査では、ブランド態度の変化は証券市場
でのパフォーマンスと連動し、財務成績の先
行指標になりうることが解明されている 

• たとえば、ブランド態度が上昇すると、３～
６ヶ月遅れて財務成績が向上する 

• この調査では、ハイテク企業がブランド態度
構築のために行う投資は実際に有効であり、
企業価値を高めることが実証されている 



研究とは...仮説の設定と検証 

• 仮説（概念と概念の間の関係に
ついての命題）を設定して、検証
する→修士論文 

• 検証する手段としては、アンケー
トをベースとした統計的なアプ
ローチ（データ）や事例研究（記
述）がある 
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